
１ 武庫川の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～国管理河川の上位クラスと肩を並べる武庫川～ 
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想定氾濫区域内人口 想定氾濫区域内資産

武庫川の 
洪水時の水位 

１ 流域圏の諸元 

２ 想定氾濫区域内の人口・資産ランキング 

３ 堤防により洪水氾濫を防ぐ下流部築堤区間 ～ひとたび堤防が決壊すると被害は甚大～ 

平成 20 年度 第 8 回河川現況調査※より 
※全ての一級水系(109 水系)及び主要な二級水系(100 水系)を対象に、全国統一のデータ・手法により調査・集計した結果。
想定氾濫区域内人口・資産の上位 15 水系のうち、2 級水系は武庫川のみ。 
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法定河川 

甲武橋(計画基準点)

流域図 

① 流域圏面積／人口 ：約 580km2／約 140 万人 

（流域圏＝集水域 500km2＋流域外の想定氾濫区域 80km2） 

② 本川延長     ：約 66km 

③ 流域市町     ：(兵庫県)神戸市、尼崎市、西宮市、伊丹市、宝塚市、三田市、篠山市

(大阪府)能勢町 

④想定氾濫区域内人口：約 107 万人※ 

⑤想定氾濫区域内資産：約 17.7 兆円※ 

※平成 20年度 第 8回河川現況調査より

標高 阪神電鉄武庫川駅付近 
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２ 河道対策の概要 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①仁川合流点より下流部は、堤防により洪水氾濫を防ぐ築堤区間 

→ひとたび堤防が決壊すると、甚大な被害が発生※ 
 
②昭和62年より進めてきた河川改修事業の目標流量2,600m3/s(甲武橋下流)を超える

規模の洪水 2,900m3/s が平成 16年に発生 
 
③築堤区間の中でも特に流下能力の低い区間（南武橋～JR東海道線橋梁下流）の安全

性向上は喫緊の課題 
 
④喫緊の課題に対応でき、早期に整備効果が発揮できる対策の１つとして「河床掘削」

が必要 

※ 武庫川の想定氾濫区域内の人口は約 100 万人（国管理河川を含めて全国 10 位）

（平成 20 年度 第 8 回河川現況調査より）
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93m
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河口から 4.0km

①河道掘削の範囲 ・・・河口～ＪＲ東海道線橋梁下流 

戦後最大洪水である昭和 36年 6月 27日洪水を流域対策と洪水調節施設で調節した

後に河道を流れる流量3,200m3/s(甲武橋地点)に対して流下能力が不足する区間(南

武橋～JR東海道線橋梁下流)の安全性向上を図る。 
 
②河道掘削の方法・・・河床掘削、低水路拡幅、高水敷掘削 

  河床掘削 ：国道 43号橋梁の基礎が河床から突出しない深さまで掘削 

 低水路拡幅：左岸高水敷下に埋設している流域下水道管渠に影響しない箇所で実施

 高水敷掘削：河床掘削と低水路拡幅を実施した上で戦後最大洪水流量を安全に流下

させるために必要な部分を掘削 
 
③横断構造物の取扱い 

橋梁：補強又は改築の方法について橋梁管理者と協議調整を図る。 

 潮止堰及び床止工：周辺の地下水の利用状況や河床の安定性を勘案し、適切に対応

することを前提に撤去 
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１ 河道掘削の必要性 

武庫川下流部の現況流下能力図 

計画高水位

築堤区間の流下能力計算水位
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昭和62年から実施している河川改修事業の河道分担流
量

戦後最大洪水を、流域対策と洪水調節施設で
調節した後に河道を流れる流量

計画高水位まで水位がきた場合の現況流下能力
河道満杯まで水位がきた場合の現況流下能力

戦後最大洪水に対して流下能力が不足する箇所

平成 16 年台風 23 号 

推定流量 2,900m3/s 

河道対策実施区間 

２ 河道対策の概要

平面図 

横断図

掘削部 

高水敷を最大 

限掘削した場合 

掘削部 

高水敷を最大 

限掘削した場合 

低水路拡幅 河床掘削 高水敷掘削 

河床掘削 高水敷掘削 低水路拡幅 

河床掘削 

河道掘削の範囲（5km） 
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３ 河道対策の安全性検討 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

※河道掘削の安全性検討は、下流築堤部の流下能力を出来る限り向上させた「高水敷最大掘削案」（河床掘削と低水

路拡幅を可能な限り実施し、更に高水敷については基本方針レベルの掘削を行ったもの）について検討し、安全性

を確認した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 検討内容 

Ａ 

国道 43 号橋梁の安全性 

(基礎土被りが無い上、橋脚が４基連続して複雑な洪水流と
なる) 

水理模型実験 

Ｂ 長期的な河床の安定性 １次元河床変動計算 

Ｃ 湾曲部などの局所的な河床低下 ２次元河床変動計算 

Ｄ 

河床掘削後の河床の地質 

(河床掘削によって河床材料が細粒化すると急激な河床低
下を招く恐れがある) 

河床ボーリング調査 

Ｅ 高水敷掘削が堤防の強度に及ぼす影響 堤防の浸透流解析 

Ｆ 
潮止堰や床止工を撤去し、河床掘削した場合の地下水位の

低下、周辺井戸水への塩水混入の影響 

塩水遡上計算(鉛直 2 次元) 

地下水流動計算(3 次元) 

①流下能力ネック部の早期解消を図るため、橋脚補強を併用し、また堰・床止工の撤去

も視野に入れた河道掘削を行う。  
②この対策は、密集市街地を流れる築堤区間で実施するため、河道掘削の安全性を確認

した。 
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河口 

仁川合流点 

名塩川合流点 

羽束川合流点 

● 
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● 

甲武橋(計画基準点)

河床掘削の範囲

JR 東海道線

１次元河床変動計算の計算範囲 
（河口～川下川合流点：26km） 

２次元河床変動計算の計算範囲 
（河口～JR 東海道線：5km） 

水理模型実験の実験範囲 
（南武橋上流～旧国道下流：0.9km）

上流端からの供給土砂量 

１次元河床変動計算でもとまる

通過土砂量※を与条件として適用 

※2 次元河床変動計算の場合は 

JR 東海道線地点、模型実験の場

合は旧国道地点の通過土砂量 

2 次元河床変動計算 概念図 

１次元河床変動計算 概念図

水理模型実験 写真 

土砂の受け渡し(１次元→２次元、水理模型)

河道掘削の安全性検討項目 

河床変動に係わる検討の全体スキーム（河道掘削の安全性検討項目①～③） 

湾曲部

阪神電設 

阪神高速 

国道 43 号 

検討の趣旨 
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Ａ 水理模型実験 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

※１洪水中に 2.9km 地点(模型上流端)を通過する１次元河床変動計算の全土砂量(ウォッシュロード除く) 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縮尺 1/50 

範囲 南武橋より 200m 上流～旧国道直下流（河口から 2.0km 地点～2.9km 地点） 

延長 18m（現地スケール 900m） 

川幅 4ｍ（現地スケール 200m） 

粒径 

0.4mm の石炭粉＊）（現地：平均粒径 4.5mm の砂(国道 43 号橋梁付近)） 

*)現地 4.5mm の砂を 1/50 に縮小すると 0.09mm となるが、比重はそのままで粒径だけを極
端に小さくすると、実際の河川の砂とは異なる動きをする。一般に模型の粒径が 0.6mm
より小さくなる場合は、軽量骨材(石炭粉等)を用いて、実際の砂の挙動と相似させる。

⇒4.5mm(現地粒径)×1/50(模型縮尺)×1.65/0.4（砂と石炭の水中比重の比）≒0.4mm 

実験ケース 甲武橋地点流量 河道 実験内容 

①検証実験 2,900m3/s1) 現況河道 台風 23 号直後の河床高の再現 

②護床ブロックの

選定実験 

3,200m3/s2) 

3,700m3/s3) 
整備計画河道 

①Ｈ型ブロック、②平型ブロック、 

③平型ブロック＋吸出防止剤 

③最終確認実験 3,700m3/s 整備計画河道 
平型ブロック（護床ブロックの選定実験で

機能を発揮したブロックのうち安価な方）

実験ケース 
甲武橋地点 

流量 

下流端水位 

（河口から 2.0km 地点） 

上流端供給土砂量※ 

(河口から 2.9km 地点)

①検証実験 2,900m3/s 

平成 16 年台風 23 号時の尼崎港実績潮

位を下流端水位として計算した河口か

ら 2km 地点の不定流計算水位ハイドロ 

20 万 m3 

3,200m3/s 19 万 m3 ②護床ブロック

の選定実験 3,700m3/s 22 万 m3 

③最終確認実験 3,700m3/s 

朔望平均満潮位(O.P.+2.31m)を下流端

水位として計算した河口から 2km 地点

の不等流計算による水位と流量の関係 22 万 m3 -2.0
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①数値計算では把握することができない橋脚周辺の局所洗掘を模型実験で確認する。

②対象とする橋梁は、橋脚が４基連続しているため複雑な流れとなる上に、河床掘削

によって橋脚基礎の土被りがなくなる国道 43号橋梁とする。 

1)平成 16年台風 23号推定流量 

2)整備計画の河道分担流量：昭和 36 年 6 月 27 日洪水を流域対策と洪水調節施設で調節した後に河道を流れる流量

3)基本方針の河道分担流量：橋脚の安全性に万全を期すため、基本方針レベルの洪水に対しても安全確認をした
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模型範囲 900m 

JR 東海道線
潮止堰 

国道 43 号 
阪神高速 
(神戸線) 

潮止堰 阪神電鉄

通水後の模型写真 

洗掘 

埋戻し

平均河床高

±30cm で再現（模型で±6mm） 
流量 

橋脚前面の河床高 

国道 43 号橋脚基礎前面の局所洗掘

１ 検討目的 

２ 実験条件 

(1)模型諸元 

(2)実験ケース 

(3)実験の境界条件 

④模型実験の範囲 

3号床止

国道 2 号 

1号床止旧国道 

ｶﾞｽ管橋 

阪神電鉄 

潮止堰 

2号床止

阪神高速 

国道 43 号 南武橋 

(上流側)阪神高速 
(下流側)国道 43 号

河道掘削範囲(河口～JR 東海道線下流) 

３ 実験結果 

①検証実験（平成 16 年台風 23 号洪水後の河床高の再現：甲武橋地点流量 2,900m3/s）

洗掘 
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通水前の模型写真 
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国道 43 号 阪神高速 

上流側 下流側

屈とう 3.6m

 

 

吸出し防止材
(玉石) 

玉石
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Ｈ型ブロック

平型ブロック 

安定 

安定 

屈とう 

通水後の模型写真 

河床

河床

玉石

玉石

河床

河床

橋脚全面の河床高の時間変化 橋脚全面の河床高の時間変化 

② 護床ブロックの選定実験（整備計画流量：甲武橋地点流量 3,200m3/s） ③  護床ブロックの選定実験（基本方針流量：甲武橋地点流量 3,700m3/s） 
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通水前 

通水後 

国道 43 号 阪神高速 
(神戸線) 

阪神電鉄

全て安定

全て平型ブロック

(1) 検証実験 

 国道 43号橋梁基礎部(現在護床ブロックなし)では、平成 16年台風 23号洪水のピー

ク時には最大で 7mもの局所洗掘が発生し、洪水低減期に埋戻された可能性がある。
 
(2) 護床ブロックの選定実験 

①Ｈ型ブロック（阪神電鉄や潮止堰で現在使用し安全性が確認されている）を国道

43 号橋梁の基礎部分に適用すると、洪水時に屈とうし、橋梁の安全性を確保でき

ないことが分かった。 

②国道 43号橋梁の護床工は、平型ブロックが局所洗掘に対して有効に機能すること

が確認できた。 

④ 最終確認実験（基本方針流量に対する安全性確認：平型ブロック） 

H型ブロック※

H型ブロック※

全て安定

※阪神電鉄橋梁の護床ブロックについて 

①護床ブロックを敷設していない橋脚（左岸側、中央、右岸側） 

今回の河床掘削によって橋脚基礎の天端が河床から突出するため、基礎の天端が河床から突出しないように

(河川管理施設等構造令で定められた最低必要な土被り 2m を確保するように)橋脚を部分改良する工法につい

て検討した。このため、護床ブロックの必要はないと考え、これらの河床には護床ブロックを敷設していない。

②護床ブロックを敷設した橋脚について 

 今回の河床掘削によって橋脚基礎の天端が河床から突出はしないが、河川管理施設等構造令で定められた最

低必要な土被り 2mに対して不足するため、現在敷設しているＨ型ブロックを再利用した。 

阪神電鉄では、河床掘削後においても現在使用しているＨ型ブロックが有効に機能することを確認した。 

４ 結論 
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